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伊藤知之さん＋早坂潔どんの資料

恋のノーマライゼーション　　　　

■それは、 オンボロ教会から始まった !!!!!!! ■ 

　北海道の襟裳岬に近いさびれた浦河の町に、牧師もいないオンボロの教会がありまし

た。ネズミがわがもの顔に走り回るその教会に、精神病棟を退院したけれど行き場のな

い男たちと浦河赤十字病院の新米ソーシャルワーカー、向谷地生良さん住み着いた、そ

れがことの始まりでした。１９７８年のことです。

　盗聴器が仕掛けられて信じて１１０番通報する人、妄想がもとで取っ組み合いの喧嘩

になってパトカー出動となる人……、教会の評判はガタ落ちです。

　病院も「患者と同じ屋根の下で暮らすとは言語道断」と立腹。向谷地さんに「精神科

病棟出入り禁止」と「精神科患者との接触禁止」を申し渡しました。

　この危機的状況の突破口になったのが、いまは「べてる販売部長」を名乗る “ キヨシ

どん ” こと、早坂潔さんです。どんな仕事についても長続きしない彼のために、地元の

日高昆布の袋詰め内職が考え出されました。ところが、別のメンバーが親会社の工場長

と喧嘩して早々と暗礁に。その時、当時としては妄想に近いアイデアが生まれました。

　「漁協から直接昆布を仕入れて、全国に売って町に貢献しよう」。

■妄想 ・ 幻覚を商売に■ 

　「精神バラバラ病のキヨシで～す」という自己紹介から「ばらばら昆布」というヒッ

ト商品が生まれました。" キヨシどん " の似顔絵入りです。発作を起こしたときのこと

を「ぱぴぷぺぽ状態」と呼んだことから、ファックス通信に「ばぴぷぺぽ」、介護用品

ショップには「ぱぽ」という名がつきました。

　１９８４年の「妄想」は、現実になりました。１０万円の元手で始めた昆布の産地

直送販売はいまや、年間売り上げ２０００万円に。妄想や幻聴を商品化したグッズや

清掃、出版、などの事業を加えた年

間売り上げは 15 年目（1998 年）で

１億円を達成しました。 

　９１年には第１回「偏見・差別大歓迎大会」が催されました。

　ここでは、幻聴を「幻聴さん」と呼び、おおっぴらに披露し合います。

これが発展して、「幻覚＆妄想大会」が毎年開かれるようになりまし

た。その年にもっとも奇想天外な幻覚・妄想を体験した人にグラン

プリが出て、みんなから褒められるのです。

■世界初の当事者研究大会■ 

　「世界初」と銘打った「当事者研究大会」も催されるようになりました。研究は医師や研究者がするものという常

識を破るものです。「研究」という形をとることで内容が普遍化され社会化され、同じ生きづらさを抱えた仲間にも

貢献できる、これはまさに、やむにやまれぬ思いから始まる「当事者ボラ」、そして、「当事者ラボ」です。

　これが発展して、『べてるの家の恋愛大研究』という本まで生まれることになりました。

　　　　　　　　　　　　『恋するようにボランティアを～優しき挑戦者たち』　

第１章　「べてるの家のゲンチョーさん」より
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１月２８日参議院本会議代表質問から抜粋

■ＴＰＰによる医療の市場化について■

　薬害エイズ事件当事者であり、生まれてからずっとこの国の医療と国民皆保険制度にあらゆる意味で恩恵を受

けてきた患者の一人として、ＴＰＰによる医療の市場化を強く心配しています。病院の株式会社経営や患者と医

者との間に入る民間保険会社、混合診療の全面解禁など、患者に与える影響について総理のお考えを聞かせてく

ださい。

　米国は、行き過ぎた市場化により医療サービスの質を低下させ、公的医療保険の範囲を狭め、ますます医療格

差を広げています。医療が商品になれば、（日本でも）利益と効率重視により患者の負担が増大し、経済力のな

い患者や医療費の高い難病患者が切り捨てられかねません。

効率化により医療従事者の労働が更に過重となり、過労死や過労

自殺、医療ミスなどの被害が出る可能性もあります。徹底した事

前検証なしに拙速に進めれば、日本もあっという間に貧困大国に

なりかねない。

　総理、ＴＰＰが医療と介護システムに与える影響への不安の声

を受け止めください。諸外国との交渉テーブルに着く前に、まず

総理ご自身の具体的なビジョンを全ての日本国民に向けて語って

ください。その将来像の中に当事者である国民も入れてください。

■薬害イレッサ・Ｂ型肝炎問題について■

　２００２年７月、申請から約５か月という異例のスピードで承認された肺がん用抗がん剤イレッサは、承認前

に夢の新薬として多くのマスコミが絶賛しましたが、副作用により半年で１８０人、僅か２年半で５５７人もの

死者を出しました。今月７日、裁判所から国と製薬企業の責任を認める和解勧告が出されたのは、治験の段階で

副作用が全て分からなかったからではなく、命にかかわる情報を隠蔽したことによる薬害だからです。

　例えば、致死性があるとされた臨床試験結果や肺障害の悪化が確認された実験結果など、企業は様々なデータ

を改ざんし無視しました。厚労省も延命効果未解明のまま承認した。そして多くの死者を出したことに対し、国

と製薬企業は責任がある。この薬害を解決せよと裁判所は求めているのです。

　総理、薬害イレッサの和解勧告を拒否することは、薬害肝炎原告の前で政府が立てた薬害根絶の誓いと、薬害

エイズ事件の悲劇を繰り返す仕組みを放置することになります。

　１５年前、薬害エイズ裁判の和解は成立しました。当時、厚生大臣だった菅総理は、原告だった私たちに真っ

すぐに向き合い、命にかかわる情報の公開に尽力してくれました。弱い者のために躊躇せずに動くことで、２０

歳だった私に政治が動くことの大きさ、動けば変わるということを見せてくれました。

川田龍平さんの資料
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　総理は、自ら「薬害エイズの菅」とおっしゃる。あの薬害エイズ事件を「過去の栄光」ではなく、未来につな

げていくことが私たちの務めではないでしょうか。

　薬害イレッサも患者への情報提供にあった欠陥が原因です。今も薬害を生み出す仕組みは変わっていないので

す。これ以上薬害被害者を生み出さないために、どうか力を貸してください。　薬害エイズと同様、薬害イレッ

サ原告は救済ではなく、責任に基づいた賠償を求めています。総理には判断の前提となる情報が届いているので

しょうか。厚労省は、いまだに薬害を引き起こす構造を引きずっている。全く反省がない。

　民主主義の基本である三権分立は、総理にとってどんな存在なのでしょうか。薬害イレッサ訴訟、Ｂ型肝炎訴訟、

大阪泉南アスベスト国賠訴訟で司法が国の責任を認め和解を迫っているにもかかわらず、国の誠実な対応がない

のはなぜですか。大阪泉南国賠訴訟では、環境と厚生労働両大臣が控訴断念を決断した後で、内閣がそれを覆し

控訴をしています。菅政権にとって国民の命とはそんなにも軽いものだったのですか。

■子育て支援について■

　あの歴史的な政権交代で、多くの国民が新しい政治が社会を良くしてくれることを望んだ。最も希望を託した

のは、何よりもこの国の未来をつくる子供たちのことでした。

　私は、子育てをする母親の声を聞く会を続けていますが、聞こえてくる声は多くの地方自治体と同じ、公設保

育園の増設などに財政措置を講じてほしいというものです。当事者である親たちや現場の人々、地域の声を無視

して子ども・子育て新システムを入れた結果、更に自治体の負担が増えたとき、一体政府はどうするつもりなの

でしょうか。親が、地域が苦しむ制度の中では、子供が本当に生きていて楽しいと思える社会は実現できません。

　一時的なばらまきより、長い将来安心できる子育て支援とは何かを女性たちに聞くこと、国民の命にかかわる

医療については患者に正確な情報開示をすること、誰のための成長戦略なのか、その中身を国民に知らせること、

国会での与野党の徹底した議論をすること、総理が描くこの国のビジョンと、それを実現されるための徹底した

情報公開と、誠意あるリーダーシップをしっかりと見せていただきたい。

　私は、おかげさまで、今月３５歳になりました。ＨＩＶに感染してから２５年がたちました。皆様に支えられ

て、今もこうして発症もせずに生きることができています。これも安心して利用できる医療制度があってこそで

す。私は、誰もが安心してかかれる医療、そして国民皆保険制度を何としても守りたい。命が最優先される社会

の実現を目指して全力を尽くします。

　質問を終わります。ありがとうございました。
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村木厚子さん夫妻、 岩川徹さん夫妻の資料

 ３つの冤罪事件とメディアの嘆かわしい関係 

◆ 検察が空想で「作った」事件   
 

「証拠品改竄・犯人隠避の容疑で、前・特捜部長起訴」

「検事総長が謝罪会見！」

　こんなミダシと写真で、前代未聞のニュースが流れたのは、2010 年 10 月 21 日のことでした。

　その４日前、村木厚子さんのパートナーで、きょうこの会場にもいらっしゃる村木太郎さん（厚生労働省総括

審議官）からメールが届きました。

　「ゆきさんへ／ご心配いただいた方々へ、えにしメールで厚子の手紙の転送をお願いできませんでしょうか。」

「えにしメール」は、ここにお集まりのみなさまご存じのＢＣＣメール。医療と福祉／現場と政策を隔てている

深くて広い河に橋をかけ、マスメディアでは軽視されている福祉医療の大事な出来事を、週１回ほど、「志高い」

と私が直感した方々に送っているものです。

◆「孤独感を感じず１年３カ月余り」◆ 

　内閣府政策統括官（共生社会政策担当）という新しいポストが末尾に記してある厚子さんの手紙を抜き書きし

てみます。

９月 21 日の夜、弘中弁護士から、「大阪地検から、上訴権を放棄するという連絡がありました。おめでとう」

という電話がありました。

「検察との闘いが終わったんだ」という思いがこみ上げ涙がこぼれました。

娘がギュッと抱きしめてくれました。

最後まで闘うことができたのは、皆様がずっと応援して下さったおかげです。

拘置所に勾留された人の心理として、「みんな自分から離れていく」という強い孤独感があるのだそうです。

私は、この１年３カ月余りの間、一度もそうした孤独感を感じずに過ごすことができました。

家族も一度も疎外感を味わうことなく過ごすことができました

◆自分の出世のために、部下に偽造させた？？？◆ 
　「村木厚子さんとご家族に励ましを」と、えにしメールで呼びかけたのは、逮捕されて 12 日後の 2009 年６月

26 日。奇しくも壇上に並んでおられる潔ドンたちが活躍する北海道・浦河の「べてるまつり」会場からの送信、

こんな文章でした。
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厚生労働省の村木厚子さんが、囚われの身になっています。ご家族と会うことも許されず、「私は、

関与していません」と気丈に言い続けておられます。応援している方々の名前を、弁護士さんが接

見室の窓越しに伝えることができるだけですが、近いうちに渡せるようになるでしょう。ご家族に

励ましの思いを伝えることは、いまでもできます。お立場上匿名希望の方はその旨、お書きになって、

小間使い，ゆき、yuki@spa.nifty.com までメールを

匿名希望の方は」と書いたのには、わけがありました。当時の新聞、テレビは、厚子さんを

「政治家の言いなりになって」　　     　　　　　　　

「部下に無理に文書偽造させた」　　　　　　　

「立身出世主義の悪徳女官僚」　  　　  　  

と伝えていました。

　左の写真は、無罪が確定して厚生労働省を訪ねた、ふだんの厚子さ

んの表情です。

　ところが、逮捕後の新聞・テレビは、どこから探し出してきたのか、

思い切り険しい表情の厚子さんの写真を繰り返し使って、悪女の印象

を読者に植えつけていました。

　そんな雰囲気が社会に満ち満ちていましたから、公的な立場にある

ひとは、表立っては応援できない事情があったのです。

　私が「えにし」の HP に、「メディアと冤罪の部屋」を増築したり、「えにしメール」で冤罪を訴えたり

すると、私の立場を大層、心配してくれる友人知人が大勢いました。

　けれど、「女は度胸」が信条 (^_-)- ☆。数えてみたら、1 年４カ月の間に 20 回以上、えにしメールで厚

子さんの無実を伝えていました。

◆荒唐無稽・検察の動機不在のストーリー◆ 

　その第 1 の理由。厚子さんには、動機がまるでありません。検察は、

①民主党の石井一代議士が、かつての部下に頼まれて、無理な話を厚子さんに持ちかけた。

②厚子さんは、「障害者自立支援法」を成立させるためには、「議員の言うなりになるしかない」と考えた。

③そこで、自身の印を部下に偽造させた。

という荒唐無稽な筋書き、「ストーリー」をメディアに流し、ほとんどすべてのメディアがそれを鵜呑み

にしているように見えました。

　けれど、この筋書きは、３つが３つとも辻褄があいませんでした。

①石井議員は当時は野党。その上、障害問題に関心が薄く、この分野にはまったく影響力がない人物で

した。厚子さんが気を使う必要は皆無でした。

②自立支援法が取引材料にはなるはずもありませんでした。係長が偽造したとき、この法律案は、まだ

影も形もなかったからです。それに、

③自身の公印の偽造を部下に命じる必要もありえません。
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村木厚子さん夫妻、 岩川徹さん夫妻の資料

◆立ち上がった「えにし」の面々◆ 
　「えにしメール」で呼びかけて２週間後、「無実の罪で囚われている村木厚子さんの解放を求めます！」という

アピールが、記者発表されました。「えにし」の会に登壇してくださった浅野史郎、田島良昭、堂本暁子、樋口

恵子といった方々が名を連ねました。

　記者会見で前面に出た堂本さんは、逮捕の４日前に、厚子さんや私と気のおけない女性５人で夕食をともにし

たという因縁がありました。そのとき厚子さんは笑顔でいいました。

　「私の話をちゃんと訊いてくれさえすれば、検察は、とんでもない思い違いをしていたことに気づくと思うわ」

　「男は度胸」「義を見てせざるは勇なきなり」の見本のような田島さんは、7 月 13 日には、 「村木厚子さんを支

援する会」を立ち上げ、ホームページを開設しました。そこには「賢い差し入れ実践法」という、支えるための

ノウハウもアップされました。27 日になると竹中ナミさんが「村木厚子さんの完全な名誉回復を願う」という

サイトを立ち上げました。

　そして７月 30 日、毎日新聞に、他社とトーンの違った記事が掲載されました。

　拘置所に厚子さんを訪ね、その言い分をきちんと紙面に紹介した記事でした。その筆者が、逮捕直後から「全

面否定」を報じた、きょうの夜の部のコーディネーター、毎日新聞司法キャップ玉木達也さんです。

◆「細菌魔」のレッテル◆ 
　心配してくれる人を振り切って、私が厚子さんの冤罪を訴え続けたのには、もう 1 つの理由がありました。

　検察・警察のリークに操られるメディアの「情けなさ、不甲斐なさ」を、新聞記者経験の中で身にしみ、憤っ

ていたからでした。

　ホームページに増築した「メディアと冤罪の部屋」の冒頭に、こう書きました。

メディアはこれまで、数々の冤罪事件の片棒を担いできました。

「細菌魔」のレッテルを貼られた千葉大の無給医局員、鈴木充さん。感染の蔓延を止めようと保健所に通

報したために、彼の周辺にチフスや赤痢が多発しているように見えたのです。

村木厚子さんも、検察のリークを信じたメディアによって、「政治取引のために部下に書類を偽造させた」

と連日、報じられました。

自身の公印の偽造を部下に命じるなんて、荒唐無稽です。

　千葉大チフス菌事件は 1966 年の春に火を吹きました。私

がつとめていた朝日新聞が、連日のように、「トクダネ」で

報じていました。

　ところが、科学部の記者だった 1972 年、国立予防衛生研

究所の科学者たちと出会い、調べれば調べるほど、「犯罪」

ではなく、行政の無策による感染の蔓延だ、と確信してゆき

ました。カステラやバナナに菌を注入しても菌が増えないと

いう実験にも立ち会いました。

　「異常性格」と報じられていた鈴木さんに会いました。異

常のカケラもなく、「良心的、けれど気弱な、ふつうの人」

でした。
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　科学部の駆け出し記者が、社会部の敏腕記者の記事に棹さす解説を書くときの気持ちは悲壮でした。けれど、

一大決心をして「自然流行か犯罪か～チフス菌事件核心へ」を書きました。幸い、一審は、科学者たちの証言によっ

て無罪。

　けれど、連日の報道で先入観を植えつけられていたのでしょうか。二審・最高裁の判事は有罪を判決しました。

私は冤罪に敏感になりました。

◆福祉の町・旧鷹巣町でも◆ 
　「安心して年をとれるまちづくり」に取り組み、日本一の福祉の町に

育てた秋田県の旧鷹巣町長・岩川徹さん（写真左端）にも、村木さん

同様の運命が襲いかかりました。

　2009 年７月 13 日に公職選挙法違反の疑いで逮捕され、夫人とも面

会できない日が１年以上続きました。

　村木厚子さんの事件とは共通点が３つあります。

・ご本人が否定し続け、そのためか、異様に長い拘留が続きました。

・「岩川さんに買収された」と「自白」したとされた人物が、釈放後、証言を翻しました。

「受け取った 30 万円は、運転手としての２カ月分の報酬とガソリン代」という証言には説得力があります。この

アルバイトの運転手さんは、父子家庭。ハンディのある子をかかえているため「早く留置場を出たかった」「捜

査側の筋書きを認めれば罰金で済むといわれたためサインしてしまった」と語っています。

　事件の背景には、「福祉より利権」という、この土地に長く続いた政治構造も見え隠れします。

　３つめの共通点。それは、重要な日付にかかわる証拠改竄です。

　２つの事件には相違点も３つあります。

　無実の罪で有罪になった運転手さんは弁護士にツテもなく、国選弁護人は真実をつきとめようという気概に欠

けていました。岩川さんも弁護人に恵まれず、厚子さんと違い、夫人にさえ会えない日が 1 年以上続いたのです。

そして、この４月、執行猶予つきの有罪。控訴手続き中です。

◆東北の町でひっそりと◆ 
　私が冤罪と信じている鈴木充さんは、最高裁判決ののち、医師免許を取り上げられ、東北のまちでひっそり暮

らしています。

　マスメディアに罵倒され、写真のように、もみくちゃにされた悪夢を忘れることができず、再審への道をみず

から閉ざしています。

◇　　◇　　◇　　◇　　◇

　いま、人々は検察や検察に操られた報道を批判しています。けれど、操られてきたのは、検察報道に限ったこ

とでしょうか？

　寝かせきりにされて起きられなくなった人のことを「寝たきり老人」と無造作に表現するメディアが今だに横

行しています。ご本人は決して「待機」などしていないのに、ほとんどのメディアが、役所の発表のまま「施設

待機者 42 万人」と書き続けています。

　インフォームド・コンセントの意図的な誤訳である「説明と同意」という発表を鵜呑みにして広めたのはメディ

アです。「国民負担率」という国際的に通用しない用語を旧大蔵省の発表そのままに広め、社会保障費を低く抑

えこむ政策に加担したのもメディアなのです。
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玉木達也さんの資料

2009.06.15　夕刊
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　「周りの人はいろいろ言っても、やっていないことを最

も確信を持って言えるのは（すべてを知っている）私」。

　09 年 6 月 14 日に逮捕される直前、私に語った村木厚子

さんの言葉です。左ページの「やってない」という夕刊記事（同

月 15 日付）で紹介しました。その通り、村木さんの無罪が

確定したのは１年３ヵ月もたった昨年９月でした。

　私は 90 年４月、毎日新聞社に入社し、主に大阪と東

京の社会部に勤務。大阪地検特捜部と厚生労働省の両方

を担当した経験があります。特に厚労省は今回の郵便不

正事件があったとされた頃の 04 年４月から３年間、記

者クラブに所属して、障害者問題でひんぱんに村木さん

に取材をしていました。

　事件報道は、容疑者側の言い分が、捜査側の情報の中

に埋もれやすいのが実態です。さらに特捜部事件は特捜

部の情報が取りにくいだけ、その情報を大きく載せる傾

向が顕著です。ただ、この事件は、厚労省の当時の状況

や村木さん本人の話、周囲への取材からみて、個人的に

は逮捕に非常に疑問がありました。そのため、逮捕され

た村木さんの肉声をきちんと伝えたいと考え、事件報道

ではやや異例の大きな扱いの記事になりました。

　今回のテーマは「さまざまな運命・さまざまな挑戦」です。

平たんではない道のりを歩みながら、志を高く活動されて

いる方々が登場されます。限られた時間ですが、なるべく

多くのことをお話いただけるようにしたいと考えています。

コーディネーター　玉木達也

2009.06.26　夕刊


